
事業費 （一般財源）

◎ 札幌元気基金事業 ５，２３４百万円 （３，２３４百万円）

　  小規模事業短期資金 経)産業振興部 ９９百万円 （９９百万円）
小規模事業者が金融機関から，資金繰り等に必要な短期融資を円滑に
受けられるよう，本市が支援を行う。

　  経営革新支援資金 経)産業振興部 １，５６８百万円 （６８百万円）
事業拡大や設備投資に意欲的な中小企業者等が，金融機関から無担保
で融資を受けられるよう，一定の事業評価に基づき支援する。

　  企業再生支援資金 経)産業振興部 ５５３百万円 （５３百万円）
企業再生を進めている中小企業者等が，金融機関から必要な短期資金
の融資を受けられるよう，一定の評価等に基づき支援する。

 　 さっぽろ元気ＮＰＯ
    サポートローン

市)地域振興部 １０百万円 （１０百万円）
ＮＰＯ等の市民活動団体が金融機関から，事業等に必要な融資を円滑に
受けられるよう，本市が支援する。

　 ベンチャー支援事業 経)産業振興部 ３，００４百万円 （３，００４百万円）
本市経済を牽引していくベンチャー企業を育成するため，創業に必要な
資金の提供を含めた総合的な支援を行う。

○ 中小企業金融対策資金貸付 経)産業振興部 ７９，１７０百万円 （０百万円）
中小企業の資金調達の円滑化を図るため，既存の融資制度の運用を図
るとともに，創業・独立開業支援資金等について制度の拡充を行う。

○
首都圏市場開拓イニシアティ
ブ事業

総)東京事務所 ２３百万円 （２３百万円）
地元ＩＴ関連企業の首都圏進出を支援するため，東京事務所を拠点に，
人と企業の交流促進，販路拡大支援等を実施する。

中小企業アドバイザー事業 経)産業振興部 ２７百万円 （０百万円）
豊富な経験や知識を持つ離職者を「中小企業アドバイザー」として雇用
し，経営アドバイス等を行うことにより中小企業を支援する。

商店街等チャレンジプロジェ
クト事業

経)産業振興部 ６百万円 （６百万円）
商店街の活性化を図るため，空き店舗を活用して，商店街等が自ら又は
ＮＰＯ等他の事業者と連携して行う事業を支援する。

◎ 元気活動プロデュース事業 市)地域振興部 ８百万円 （４百万円）
市民の創意工夫と自発性を引き出してまちづくりへと結びつけるため，企画提案型
のモデル委託事業と地域資源や市民活動団体に関する調査を行う。

◎ 就業サポートセンター事業 市)生活文化部 ２８１百万円 （１７１百万円）
札幌市，国の関係機関，民間活力を活用したワンストップの就業支援を行
うほか，支援事業に必要不可欠な7つの事業を併せて展開する。

緊急雇用創出事業 市)生活文化部 ４２２百万円 （４２２百万円）
札幌市独自の緊急雇用対策として，高卒者等の若年未就職者200人程度
を臨時的任用職員として採用し，スキルアップを図らせる。

○
コミュニティ型建設業創出事
業

経)産業振興部 １４百万円 （１４百万円）
建設業の人材や技術を活用して，地域のさまざまな生活に密着した需要
に対応する新たなビジネスモデルを創出する。

◎ ニュービジネス立地促進事業 経)産業振興部 ３５百万円 （３５百万円）
雇用創出効果の期待できる人材集約型企業の誘致ＰＲや立地企業に対
する補助等を行う。
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①中小企業や創業に挑戦
する市民へのきめ細やかな
支援

②安心して働ける環境づく
り

予算要求額
事業概要所管部

基本
目標

重点戦略課題 主要事業

【16年度における取組の基本的考え方】
・札幌元気基金を創設し，金融機関等と連携し，中小企業や創業に挑戦する市民・ＮＰＯに必要な資金を供給するとともに，アドバイザー制度などのきめ細やかな支援を行う。
・来客２０００万人を目指し，市民・企業・行政の協働による「おもてなし」の推進を図るとともに，札幌の持つ魅力を幅広く発信する。
・就業をサポートする拠点の整備や人材集約型の企業誘致等により，雇用機会の創出と雇用の安定を図る。
・大学等の研究成果の集積を活かした新たな産業の創出を図るとともに，北京駐在員事務所等を活用してアジアとの経済交流や観光客誘致を促進する。

　　　　元気な経済が生まれ，安心して働ける街さっぽろ１

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

予算要求額
事業概要所管部

基本
目標

重点戦略課題 主要事業

○
集客交流・シティＰＲキャン
ペーン事業

経)観光コンベンショ
ン部

１２２百万円 （１２２百万円）

来客2000万人を目指し，企業，市民との協働のもとに，来札者を温かく迎える「おも
てなし」，札幌の魅力を視覚に訴える「ビジュアル」，会議やイベントを強力に誘致す
る「コンベンション」の３つのプロジェクトから構成するキャンペーン事業を15年度か
ら3ヵ年で展開する。

○
藻岩山観光魅力アップ構想
推進事業

経)観光コンベンショ
ン部

１２百万円 （１２百万円）
ビジョンや施設整備計画案を基に，有識者，市民等との討論やフォーラム
を通じて藻岩山観光に関する合意形成を図る。

フィルムコミッション事業費補
助

経)観光コンベンショ
ン部

１６百万円 （１６百万円）
本市への積極的な映画やテレビのロケ誘致を進めるとともに，その支援体
制を一層充実させるため，さっぽろフィルムコミッションに対し補助する。

観光行事等助成
経)観光コンベンショ
ン部

１２３百万円 （１２３百万円）
ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り，夏まつり，雪まつり等のイベントへの支援によ
り，一年を通じて集客交流を促進する。

○ 首都圏シティＰＲ事業 総)東京事務所 ３１百万円 （３１百万円）
札幌への観光客の誘致促進を図るため，首都圏をターゲットに展開してきたシティ
ＰＲを充実し，旅行情報誌の紙面買取，山手線での映像放映，イベントを通したＰＲ
等を行う。

◎ 北方都市市長会共同事業 総)国際部 ３百万円 （３百万円）
平成16年9月に東京で開催される「ＪＡＴＡ世界旅行博2004」に北方都市
市長会として出展し，北方都市市長会の会員都市の観光ＰＲを行う。

○
東アジア都市間文化交流事
業

総)国際部 ３百万円 （３百万円）
中国・韓国から映画等の製作関係者を招き，同国の最新映像文化の紹介
イベントを行う。

ミュンヘンのクリスマス市 in
Sapporo開催費負担

総)国際部 １２百万円 （１２百万円）
大通公園を会場としてミュンヘンの年中行事であるクリスマス市を行う「ミュ
ンヘンのクリスマス市in Sapporo」実行委員会に対し，負担金を支出する。

◎
フードランド北海道開催費補
助

経)産業振興部 １５百万円 （１５百万円）
道産食材の消費拡大と観光客誘致を促進するため，道産食材を使った料
理の提供や市民参加型コンテスト等を実施するイベントに対し補助する。

○ 都心にぎわいづくり事業 経)産業振興部 ２３百万円 （１５百万円）
都心部の活性化を図るため，これまで大道芸を中心としていたイベントを継続・拡充
するとともに，文化活動等により都心のにぎわいを創出する仕組みづくりを進める。

集客交流施設へのアクセス
道路整備

建)土木部 ９９百万円 （４４百万円）
観光やコンベンションの振興を図るため，集客交流施設へのアクセス道路
を整備する。

◎ 大学研究成果活用推進事業 経)産業振興部 １２百万円 （１２百万円）
北大等の知の集積を活かした「リサーチ＆ビジネスパーク構想」推進のため，研究
開発推進の支援，バイオ分野における創業支援等を行う。

ライフサイエンス・福祉関連
産業振興事業

経)産業振興部 ６百万円 （６百万円）
大学等の知的資産や地域のＩＴを活用し，市民に身近な健康・医療・福祉
分野での産業振興やその環境整備を図る。

◎
サッポロバレー・ステップアッ
プ事業

経)産業振興部 ８百万円 （８百万円）
本市ＩＴ関連企業の国際的な競争力を強化するため，人材育成などＩＴ産
業の高度化に向けた活動の支援等を行う。

○ 環境関連産業振興事業 経)産業振興部 ５百万円 （５百万円）
エコプロフィット（環境保全と企業利益の調和）に対する市内事業者の理
解促進を図るとともに，環境保全産業の創出に向けた調査を実施する。

○ 札幌ブランド構築・推進事業 経)産業振興部 ３０百万円 （３０百万円）
「札幌ブランド」を構築・推進するため，戦略会議の設置，デザインコンペ
の実施，展示ギャラリーの開設，デザイン系の人材育成等を行う。

○ アジア圏経済交流促進事業 経)産業振興部 １０百万円 （１０百万円）
成長が著しいアジア圏との経済交流を促進するため，ソウルでの物産展を継続開
催するほか，北京駐在員事務所を活用した国際見本市への出展支援等を行う。

ｅシルクロード構想推進事業 経)産業振興部 １９百万円 （１９百万円）
アジア圏に集積するＩＴ企業間の交流を促進し，本市のＩＴ産業の振興を
図るため，セミナーや商談会の開催等を行う。

○
集客交流・シティＰＲキャン
ペーン事業（再掲）

経)観光コンベンショ
ン部

１５百万円 （１５百万円）
３カ年のキャンペーン事業の「コンベンションプロジェクト」の一環として，アジアから
のインセンティブツアー（社員の意欲向上のための団体旅行）の誘致を促進する。

⑤アジアの産業ネットワー
クの拡大
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③協働による観光振興とコ
ンベンション事業の推進

④さっぽろの知恵を活かし
た新たな産業の創出

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

◎ まちづくりセンター開設事業 市）地域振興部 ９３百万円 （９３百万円）
連絡所を地域のまちづくり活動の拠点とするため，市民及び職員が集う開
かれた場の整備や情報交流機能の整備を行い，まちづくりセンターを開
設する。

区のふれあい街づくり事業 市）地域振興部 ３００百万円 （３００百万円）
地域の特性や地域活動・地域の抱える課題などに着目した事業の推進に
よって，区の魅力あるまちづくりを進めるとともに，市民参加を促進し，地域
の活性化を図る。

◎
さっぽろ元気ＮＰＯサポート
ローン

市）地域振興部 １０百万円 （１０百万円）
ＮＰＯ等の市民活動団体が金融機関から，事業等に必要な融資を円滑に
受けられるよう，本市が支援する。

◎ 元気活動プロデュース事業 市）地域振興部 ８百万円 （８百万円）
市民の創意工夫と自発性を引き出してまちづくりへと結びつけるため，企
画提案型のモデル委託事業と地域資源や市民活動団体に関する調査を
行う。

福祉のまち推進センター補助 保）総務部 ８１百万円 （５７百万円）
地域住民の支え合いによる福祉活動を推進するため，「区福祉のまち推
進センター」（区単位に設置），「地区福祉のまち推進センター」（概ね連合
町内会単位に設置）の活動に関して事業費の補助を行う。

国際化推進プラン推進事業 総）国際部 １百万円 （１百万円）
国際化のまちづくりについて提言を行うため，外部代表者会議を設置し，
他に市ホームページの英語版を充実し，公共サインの統一表記を進め
る。

◎
市民の手によるわかりやす
い「都市計画読本“まち本”」
作成事業

企)計画部 ９百万円 （９百万円）
都市計画マスタープランの策定を契機に，『市民の手によるわかりやすい
都市計画読本』を作成する。

◎
菊水上町地区住環境整備
事業

都）市街地整備部 ８1百万円 （５４百万円）
菊水上町地区の住環境の改善を図るため，地域住民と行政の協働によ
り，街区内道路の整備を行う。

◎
地域のまちづくり活動推進
事業

都）市街地整備部 １３百万円 （１３百万円）
地域が主体となったまちづくり活動推進を図るため，新たな支援制度を創
設する。

パートナーシップによるまち
づくり

都）市街地整備部 １９百万円 （１５百万円）
まちづくり住民活動支援事業や苗穂駅周辺地区まちづくり計画などパート
ナーシップによるまちづくりを積極的に推進する。

再開発事業 都）市街地整備部 １，９４８百万円 （７００百万円） JR琴似駅北口ほか３地区において再開発事業を行う。

土地区画整理事業 都）開発事業部 ７，５４２百万円 （２，４９０百万円） 東雁来第２地区ほか３地区にて土地区画整理事業を行う。

重点戦略課題 主要事業 所管部
予算要求額

事業概要
基本
目標

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
共
生
の
街
さ

っ
ぽ
ろ

①魅力あふれる地域づく
りの推進

【16年度における取組の基本的考え方】
 ・区や地域の特性を活かした市民自治による地域づくりを推進する。
 ・就労形態や家族形態，ライフスタイルに応じた保育サービスや子育て支援サービスを利用できる環境づくりを進める。
 ・高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で，自分らしく暮らしつづけることができるよう，各種福祉サービスの充実を図る。
 ・市民が自主的な健康づくりに取り組めるよう，健康づくりの場や機会の充実を図る。

　　　　健やかに暮らせる共生の街さっぽろ２

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

◎ 私立保育所新築費補助事業 保）児童家庭部 ３７１百万円 （１９７百万円）
保育所待機児童対策の一環として，保育所の新築に必要な施設整備費
及び設備整備費の一部を本市が補助する。（２か所，210人増）

◎ 私立保育所改築費補助事業 保）児童家庭部 ８３３百万円 （２７８百万円）
保育所待機児童対策の一環として，保育所の増改築に必要な施設整備
費及び設備整備費の一部を本市が補助する。（５か所，150人増）

認可保育所移行促進事業 保）児童家庭部 ２５百万円 （２５百万円）
本市認可基準を満たす施設について，認可保育所の運営に必要な備品
購入費等を対象として500万円を上限に設備整備費の補助を行う。（５施
設）

◎
子育て支援総合センター運
営管理

保）児童家庭部 ３３百万円 （２４百万円）
札幌市の子育ち・子育て支援の拠点施設として開設し，事業運営を行な
う。

◎ 子育て支援活動促進事業費 保）児童家庭部 ８百万円 （８百万円）
「子育てサロン」を全小学校区単位に拡大することを目的として，地域のボ
ランティア団体等が親子の交流の場を主催する場合に遊具等を提供す
る。

少子化対策普及啓発事業 保）児童家庭部 ３百万円 （２百万円）
少子化対策に関する講演会等を開催することで，日ごろ子育てに関わる
ことの少ない世代の市民に，少子化問題を見つめる機会を提供する。

○ 延長保育事業費補助 保）児童家庭部 ８５１百万円 （４１３百万円）
保護者の就労形態の多様化，通勤時間の増加等に伴う需要に応えるた
め，保育時間の延長を実施し，仕事と育児の両立支援，子どもの育児環
境の整備を行う。（121か所→135か所）

○ 一時保育事業費補助 保）児童家庭部 ７５百万円 （５７百万円）
保護者の短時間就労，傷病，冠婚葬祭等の際，通常の保育所では対象
にならない児童に対し，一時的に保育サービスを行なう。（42か所→51か
所）

○ ミニ児童会館整備事業 保）児童家庭部 ５０百万円 （１百万円）
児童の放課後における健全育成を図るため，小学校の余裕教室等を活
用したミニ児童会館を新たに５館整備する。

○
小児慢性特定疾患治療研究
事業

保）健康衛生部 ４５８百万円 （２４１百万円）
次世代育成支援の観点から，国において小児慢性特定疾患事業を見直
すとともに在宅療養児の支援事業が法制度化（児童福祉法）されることか
ら，新制度に合わせた事業の強化を図る。

◎
住まいのプラットフォーム推
進事業

都）市街地整備部 ９百万円 （６百万円）
様々な住宅問題に対し，市民，事業者，行政が協働で解決する場（プラッ
トフォーム）を創設・育成する。
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②少子化対策の推進

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

◎
障がい者による政策提言サ
ポーター制度運営事業

保）保健福祉部 1百万円 （１百万円）
障がいのある方をサポーターとして委嘱し，懇談会の開催や意見交換，政
策提言などを行い，障がいのある方の意見を市政に反映させる。

○ 支援費制度の改善・充実 保）保健福祉部 ２，５８０百万円 （１，２９０百万円）
平成15年度から開始された支援費制度について，①全身性重度障がい
者に対する介護体制の充実，②障がい児に対する移動介護の対象年齢
拡大など事業の改善・充実を図る。

○
在宅介護支援センター運営
事業

保）保健福祉部 ６３２百万円 （４０４百万円）
食の自立支援事業実施に伴うアセスメントの実施，すこやか倶楽部の充
実などにより介護予防事業の推進を図る。

○
精神科救急医療システム運
営事業

保）保健福祉部 ２０百万円 （１１百万円）
平日夜間及び休日における精神障がい者の救急医療を円滑に推進する
とともに，医療等に関する相談体制を確立するため，精神科救急情報セン
ターを新設し充実を図る。

◎
（仮称）札幌市視聴覚障害者
情報文化センター整備

保）保健福祉部 ９９２百万円 （２９９百万円）
視覚障がい者･聴覚障がい者に対し，点字出版物・字幕入りビデオカセッ
トの製作・貸出しなどの情報提供を行う施設を整備する。

◎ 自閉症者専門施設整備 保）保健福祉部 ８４６百万円 （２０６百万円）
自閉症者及びその家族を支援するため，入所更生施設，デイサービスセ
ンター及び自閉症・発達障害センターを整備する。

○
福祉のまちづくり環境整備事
業

保）保健福祉部 ７５１百万円 （７９百万円）
障がいのある方や高齢の方など，誰もが安心して快適に暮らせるまちづく
りを進めるため，地下鉄駅にエレベーター等を設置する。（設計２駅，工事
４駅）

○ 地域福祉権利擁護事業 保）総務部 ３４百万円 （１７百万円）

判断能力が不十分な痴呆性高齢者，知的障がい者，精神障がい者の在
宅生活を支援するため，福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理を
行う地域福祉権利擁護事業（市社会福祉協議会補助事業）について，相
談・契約件数増加に対応するため，体制の充実を図る。

福祉除雪事業 保）総務部 ８９百万円 （８９百万円）
冬期間，高齢者や障がい者世帯の日常生活に欠かすことのできない玄関
先から間口に至る通路を地域の協力員の方々が除雪するとともに，声か
けや安否確認を行う。

◎
南保健センターエレベーター
設置

保）健康衛生部 ８６百万円 （２３百万円）
１０区の保健センターのうち唯一エレベーターが設置されていない南保健
センターにエレベーターを設置する。

○ 交通バリアフリー推進事業
企）総合交通対策
部

４７百万円 （４７百万円）
「札幌市交通バリアフリー基本構想」の実現，及び，交通バリアフリー法に
よる公共交通事業者の講ずべき措置に伴い，公共交通事業者が行うバリ
アフリー化整備について補助を実施する。

福祉のまちづくり公園整備 環）緑化推進部 ３８０百万円 （３８百万円）
｢福祉のまちづくり条例」に基づき，既設公園を高齢者・障がい者などが利
用しやすい構造に改修する。

◎
体の不自由な方に配慮した
施設整備事業

環）円山動物園 １１０百万円 （１１百万円）
｢福祉のまちづくり条例」に基づき，円山動物園を高齢者・障がい者などが
利用しやすい構造に改修する。

◎
住まいのプラットフォーム推
進事業（再掲）

都）市街地整備部 ９百万円 （６百万円）
様々な住宅問題に対し，市民，事業者，行政が協働で解決する場（プラッ
トフォーム）を創設・育成する。

高齢者向け優良賃貸住宅供
給事業

都）市街地整備部 ８６百万円 （４３百万円） 高齢者が安心して住み続けることができる良質な賃貸住宅の確保を図る。
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③地域での高齢者・障が
い者の自立支援の促進

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

○
ヘルシーコミュニティ促進事
業

保）健康衛生部 　１４百万円 （１４百万円）
自主的で継続的な健康づくりを促進することを目的とする自主活動グルー
プへの助成と育成支援。１６年度は自主活動グループのネットワークづくり
と助成対象グループ数の拡大を行う。

◎ 「健康さっぽろ２１」推進事業 保）健康衛生部 １５百万円 （０百万円）
「健康さっぽろ２１」の推進に当たり，市民の自主的・継続的な健康づくり活
動を支援するとともに，企業・職域連携体制の基盤整備を促進するための
各種事業展開を行う。

歯周疾患検診事業 保）健康衛生部 ９百万円 （７百万円）
歯周疾患の予防・早期発見のために実施する検診事業。問診及び歯周
組織検査を市内の歯科医療機関で実施する。

すこやか健診 保）健康衛生部 １，６７３百万円 （１，２６７百万円）
生活習慣病の早期発見により市民の健康保持に資するため，４０歳以上
の方を対象に低額な自己負担で年１回健診を受けられることとしている。

がん検診 保）健康衛生部 １，２５９百万円 （１，２５９百万円）
がんの早期発見に資するため，一定要件を満たす市民を対象に低額な
負担により検診を受けられることとしている。
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④地域での健康づくりの
促進

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

　

○ 水環境計画推進 環)環境計画部 ８百万円 （８百万円）
札幌市水環境計画における９つの水環境目標の実現に向けた施策を展開す
る。

○
総合的環境教育・学習推進
事業（学校ビオトープづくり）

環)環境計画部 １５百万円 （１０百万円）
学校教育と連動した環境教育を推進するため，生きた環境教育の教材として
市内小学校に「学校ビオトープ」を整備する。

公園造成 環)緑化推進部 １，９６２百万円 （３９５百万円）
「みどりの30%増を目指す」の重点政策実現の一助として,緑豊かな公園の整備
を行う。33箇所38.6haを造成する。

国営公園整備費等負担金 環)緑化推進部 ４９６百万円 （２８１百万円） 国営滝野すずらん丘陵公園の整備費，維持管理費を負担する。

個性あふれる公園整備 環)緑化推進部 １，０７２百万円 （１１２百万円）
開設後20年以上経過した公園を対象に地域の特性にマッチした個性的な公
園として再生する。

既設公園整備 環)緑化推進部 ５２７百万円 （５２７百万円） 市民の日常利用に対応した既設公園の維持改修等を行う。

緑のリサイクル事業 環)緑化推進部 １４百万円 （１４百万円）
街路樹や公園緑地の剪定枝等をマルチング材や堆肥として再利用し，ごみ減
量化を進める。

○ 公園用地取得 環)緑化推進部 ３，６８３百万円 （８５０百万円）
「みどりの30%増を目指す」の重点政策実現の一助として,緑豊かな公園の整備
をするための用地取得を行う。17箇所11.7haを取得する。（重点事業「公共未
利用地取得」分2箇所3.4ha　1,478百万円（一財383百万円）を含む）

丘珠空港緑地用地取得 環)緑化推進部 １，７６６百万円 （３１２百万円）
丘珠空港の滑走路延長を機に，騒音や排気ガス等の緩和を目的とし緩衝緑
地として整備するための用地取得を行う。

○ 道路緑化推進事業 環)緑化推進部 ４２９百万円 （３４８百万円）
質の高い道路景観の創出を図るため街路樹・緑地帯の育成・保護を行い緑の
ボリュームアップを目指す。

都市緑化事業 環)緑化推進部 ２百万円 （２百万円）
緑の協定や緑化推進地区の指定を通じて，市民による自主的な民有地の緑
化活動を図る。また「市民植樹祭」を実施し，植樹を通して緑化意識の向上と
緑の増量を図る。

◎ 公共施設緑化推進事業 環)緑化推進部 ５０百万円 （５０百万円）
公共施設緑化基準を制定し，市街地の緑の一層の緑化を推進する。また基準
制定に先行して一部の市有施設の緑化を行い，緑化の手法等について検証
を行う。

◎ 民有地緑化推進事業 環)緑化推進部 １８百万円 （１８百万円）
民有地の緑化を推進するために，緑化推進協議会の設立を促したり，民有地
緑化に対する助成制度を拡充する。また，屋上緑化技術の検討を行う。

◎
民有地緑化支援制度推進事
業

環)緑化推進部 ５百万円 （５百万円）
市民，事業者とともに緑化を推進するため，緑化施設整備計画認定制度の導
入を図るなど各種支援制度の検討を行う。

○ 緑地保全地区取得整備 環)緑化推進部 ３００百万円 （６０百万円）
緑地保全地区として指定した土地のうち買い入れ申し出があったものを取得
する。

世
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重点戦略課題 主要事業

①水とみどりのうるおいと
安らぎのある街の実現

所管部
予算要求額

事業概要
基本
目標

【16年度における取組の基本的考え方】
　・人間活動による環境負荷を少なくし，みどりゆたかで清らかな水辺を創出するとともに，街のみどりのボリュームアップを図ることにより，うるおいのある美しい街並みづくりを実現する。
　・地球温暖化の防止に向け，CO２排出量の削減や，新エネルギー導入をはじめとする環境行動を推進する。また，ごみの発生抑制，再利用，リサイクルを推進するとともに，環境に配慮したごみ
　　処理を徹底する。
　・市民が雪に親しむ機会を大切にした暮らしを創造するとともに，雪を上手に活用する取り組みを進める。また，地域特性に応じた効率的・効果的な雪対策を進める。
　・歩行者や自転車利用者に配慮し，公共交通機関を軸とした環境に負荷をかけない交通体系を確立するとともに，駅やターミナルなどがある交通の要所に視点をおいたまちづくりを進める。

　　　　世界に誇れる環境の街さっぽろ３

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

都市林等整備 環)緑化推進部 ５百万円 （５百万円）
良好な樹林地の保全と市民へのレクリエーションの場の提供を目的に、市民
の森や自然歩道を整備する。

都市環境緑地取得整備 環)緑化推進部 ２００百万円 （５０百万円）
良好な都市生活環境を維持していく上で重要な樹林地を取得し、保全と活用
のために必要な整備を行う。

風致地区指定計画調査 環)緑化推進部 ３百万円 （３百万円）
市街地に残る緑豊かな環境を保全するため、風致地区の新規指定候補地を
調査する。

都市緑化基金造成費補助金 環)緑化推進部 １２百万円 （０百万円）
都市緑化の普及・啓発を目的に設置され，その運営は（財）札幌市公園緑化
協会が行い，基金の果実(利子）により各種公益事業を実施している。

モエレ沼公園中央噴水建設 環)緑化推進部 ５３６百万円 （８２百万円）
イサム・ノグチの設計であるモエレ沼公園の中心に配置される水の彫刻。平成
15・１６年度の継続事業。（継続費なので公園造成から分離し別事業立て）15
年度：噴水躯体下部及び設備工事　16年度：噴水躯体上部及び設備工事

◎ さけ科学館講演会・シンポジウム事業 環)緑化推進部 ３百万円 （３百万円）
さけが回帰する河川環境を保護することの重要性をPRするため，講演会，シ
ンポジウム，20年の歴史を回顧するパネル展等を行う。

○ 個性あふれる公園整備再評価調査 環)緑化推進部 ９百万円 （０百万円）
より質の高い公園再整備を行うため，再整備後の公園をアンケート調査により
評価する。

河川環境整備事業 建）土木部 ５４５百万円 （７８百万円）

みどりゆたかで清らかな水辺空間を創出するため，治水事業に併せて環境整
備を行い，地域住民の憩いの場となるような散策路等の整備や，生物の生息
環境に配慮した整備を行う。また，水枯れなどの水辺環境の悪化している河
川の再生に取り組む。

東雁来第２土地区画整理事業 都）開発事業部 ３，４９８百万円 （６７３百万円）
スポーツ，防災，福祉，水と緑をテーマとした多様な機能が複合した拠点づくり
を行うため，東雁来第２土地区画整理事業を実施する。

○
都市再生プロジェクトエネル
ギーシステム概念設計

企）企画部 ２０百万円 （２０百万円）
都市再生プロジェクトの緊急整備地域（北４東６，駅前通地下歩行空間含む）
におけるエネルギー供給システムの概念設計を行う。

◎ 都市排熱有効利用概念設計 企）企画部 １０百万円 （５百万円）
有望な未利用エネルギーである下水道や清掃工場の排熱を，暖冷房などの
用途に有効利用するシステムについて，概念設計を行う。

◎ 風力発電事業性評価業務 企）企画部 １０百万円 （５百万円）
本市における風力発電事業の実施可能性を評価し，事業の実施形態がどうあ
るべきかをを検討する。

○
新エネルギー導入モデル事
業概念設計

企）企画部 １０百万円 （５百万円）
平成15年度実施の公共施設への「新エネルギー導入モデル調査」により，実
施可能性が特に高いモデルを事業化するための概念設計を行う。

○
（仮称）札幌市環境保全設備
資金融資あっせん制度

環）環境計画部 ２４百万円 （２百万円）
今日的な環境問題に対応するための新たな設備資金融資あっせん制度の創
設。

◎
ＣＯ2削減アクションプログラ
ム（エコ行動マニュアル事業
他２９事業）

環）環境計画部 ２５８百万円 （１８７百万円）
「ＣＯ２排出量１０％削減」の実現のための有機的連携を図った各種事業の展
開。

低公害車普及啓発 環）環境計画部 ６百万円 （０百万円）
ＮＥＤＯの地域新エネルギー導入事業補助によるクリーンエネルギー自動車
の普及促進。

低公害車・指定低公害車導
入

環）環境計画部 ３４百万円 （４百万円） 公用車への低公害車導入に伴う増高経費。

○ さっぽろごみゼロ会議運営 環）環境計画部 １４百万円 （１４百万円）
ごみの効果的な減量のしくみづくりなどを議論するための「さっぽろごみゼロ会
議」の開催，情報発信，シンポジウムの開催。

◎ さっぽろごみプラン２１改定 環）環境計画部 ７百万円 （７百万円）
一般廃棄物処理基本計画「さっぽろごみプラン２１」改定のための調査，資料
作成，審議会の運営等。

◎ 蛍光管拠点回収・リサイクル 環）環境計画部 １９百万円 （１９百万円）
リサイクルの推進と環境保全を目的とし家庭から排出される蛍光管の分別回
収・リサイクルを協働で行う。

◎ 木質系バイオマスリサイクル 環）環境計画部 ３０百万円 （３０百万円）
埋立地に自己搬入された剪定枝等を搬出し，民間施設においてチップ化し，
燃料，マルチング材等にリサイクルする。

○
ごみ減量アクションプログラ
ム

環）環境計画部 ７百万円 （４百万円）
ごみ減量のため，市民，事業者，行政の三者で構成する推進会議を設置し全
市キャンペーン運動を実施する。

②地球環境問題への対応
と循環型社会の構築
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①水とみどりのうるおいと
安らぎのある街の実現

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

○ 生ごみハンドブック普及 環）環境計画部 １百万円 （１百万円）
生ごみの減量・リサイクルの手法を普及するため市民主催の講習会へ講師を
派遣する。

○ （家庭系）古紙リサイクル応援 環）環境計画部 ５百万円 （５百万円）
古紙回収の空白地帯解消対策として，民間ルート等を活用した「拠点回収」等
を行う。

リサイクル推進基金造成 環）環境計画部 １００百万円 （０百万円）
資源物収集の売却代金等をリサイクル推進基金に積立し，運用益をリサイクル
推進事業等へ活用する。

◎
産業廃棄物減量・リサイクル
及び市域内処理推進

環）環境計画部 １９百万円 （１９百万円） 産業廃棄物処理の実態調査や事業者懇談会の設置・運営等を行う。

産業廃棄物処理指導計画 環）環境計画部 １百万円 （１百万円） 埋立地延命のため，排出事業者に対し減量等の啓発事業を行う。

◎ 自動車リサイクル法指導啓発 環）環境計画部 ３百万円 （３百万円）
自動車リサイクル法の新設に伴い市民への周知及び関係業者への情報提供
を行う。

環境生活監視・啓発パトロー
ル（不法投棄防止対策）

環）環境計画部 ３０百万円 （０百万円）
廃棄物不法投棄抑制のため，要監視地区のパトロール及び啓発活動を民間
委託で行う。

清掃車両等購入 環）環境計画部 ２５９百万円 （７２百万円）
ごみ収集作業の安全と円滑な作業を確保するため，ごみ収集車両の計画的
な更新を行う中で環境に配慮した低公害車を導入する。

○ 環境関連産業振興（再掲） 経）産業振興部 ５百万円 （５百万円）
エコプロフィット（環境保全と企業利益の調和）に対する市内事業者の理解促
進を図るとともに，環境保全産業の創出に向けた調査を実施する。

渋滞対策に資する道路整備 建）土木部 ９，７６１百万円 （２，３１８百万円）
交通渋滞によるＣＯ2を削減し，地球環境問題に対応するため，鉄道との立体
交差，大規模河川橋梁等を整備し,幹線ネットワークの充実を図る。

熱事業者事業費補助 都）市街地整備部 ３８４百万円 （２１６百万円） ㈱北海道熱供給公社及び北海道地域暖房㈱に対する補助金｡

保全計画策定 都）建築部 ９０百万円 （０百万円）
市有建築物（企業会計所管施設，市営住宅，学校，小規模施設を除く。）につ
いて，劣化度調査を行い，保全計画を策定する。

耐震診断調査 都）建築部 ２７百万円 （２７百万円）
現行の耐震基準を満たしていない市有建築物（昭和56年度以前に建築され
たもの。ただし市営住宅・学校を除く。）について耐震診断調査を行う。
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②地球環境問題への対応
と循環型社会の構築

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）
重点戦略課題 主要事業 所管部

予算要求額
事業概要

基本
目標

北方都市市長会関連事業費 総）国際部 ３百万円 （３百万円）
「快適な冬のまちづくり」を創造し，北方都市における市民生活の向上を図る
ため，北方都市市長会の会員都市が集まり，実務者会議を開催する。

○
ウィンタースポーツミュージア
ムの機能強化（再掲）

市）スポーツ部 ５百万円 （５百万円）
ウィンタースポーツミュージアムにおけるスポーツ情報の集約・発信の機能を
強化し，来館者増や（ウィンター）スポーツ実施者の増を図る。

○
2007ノルディックスキー世界
選手権実施（再掲）

市）スポーツ部 ２８１百万円 （２８１百万円）
2007年のノルディックスキー世界選手権の実施に向け，組織委員会へ補助金
を支出するとともに開催に必要な施設の整備を実施する。

観光行事等助成事業（再掲）
経）観光コンベンショ
ン部

９２百万円 （９２百万円）
雪まつり，ホワイトイルミネーション，さっぽろスノーメモリアル等のイベントへの
支援を通じて，冬期間の集客交流を促進する。

道路除雪事業 建）管理部 １１，５４６百万円 （１１，１１０百万円）
冬期の円滑な道路交通を確保するため，車道や歩道の除雪，運搬排雪，
パートナーシップ排雪，雪堆積場の管理，凍結路面対策などを行なう。

雪対策関係事業 建）管理部 ２，９９０百万円 （１，７８２百万円）
ロードヒーティング，流雪溝など雪対策施設の維持管理，除雪機械の整備，融
雪施設融資あっせんなど雪対策関係事業を行なう。

雪対策施設整備事業 建）管理部 ７６７百万円 （３０５百万円）
ロードヒーティング，融雪槽，施設型雪堆積場など雪対策施設の整備事業を
行なう。

冬期交通円滑化に資する道
路整備

建）土木部 ２，２２５百万円 （５１０百万円）
排雪頻度を減少し効率的な雪対策を実施するため，適正な堆雪幅を確保した
道路整備を実施する。

○
緑を感じる都心の街並み形
成計画策定事業

企）都心まちづくり
推進室

２６百万円 （１３百万円）
都心のオープンスペースネットワークの形成等に関する計画策定を継続する。
また，創成川通等の地上部再整備計画に市民の広範な意見を反映する。

◎
公共交通ネットワーク確保対
策事業

企）総合交通対策部 ５００百万円 （５００百万円）
市営バス事業の民営移行後の公共交通サービス確保のための支援及び生活
交通確保に向けた調査・検討を実施する。

◎
「スマートサイクルプログラム
in札幌」策定事業

企）総合交通対策部 ８百万円 （８百万円）
放置自転車の即時撤去及び駐輪場有料化への市民理解を求めるとともに，
放置自転車が著しい都心部での実施プログラムを策定する。

○
交通バリアフリー推進事業
（再掲）

企）総合交通対策部 ４７百万円 （４７百万円）
「札幌市交通バリアフリー基本構想」の実現，及び，交通バリアフリー法による
公共交通事業者の講ずべき措置に伴い，公共交通事業者が行うバリアフリー
化整備について補助を実施する。

○ 都心交通再生関連事業 企）総合交通対策部 ５８百万円 （４４百万円）
人と環境を重視した新しい時代の都心の創出と都心の活性化に寄与する交
通施策の推進に向け，調査・検討を継続するとともに，社会実験や市民議論
の展開を図る。

厚別副都心地区まちづくり
事業

都）市街地整備部 １１百万円 （１１百万円）
厚別副都心地区において，わかりやすい乗継経路の確保やバリアフリー化な
どについての市民意向を把握し，また，整備計画の検討を行う。

新琴似駅前土地区画整理
事業

都）開発事業部 ８０６百万円 （４３９百万円）
鉄道駅周辺のバリアフリー化を図るため，新琴似駅前土地区画整理事業を実
施する。

スマイルロード事業 建）管理部 ８７百万円 （８７百万円）
自転車と歩行者が笑顔で通行できる空間を創出するため，路上駐輪場の整
備，放置禁止区域内の自転車撤去，都市型レンタサイクル事業等を実施し，
路上放置自転車対策を行う。

都心の再生に資する道路整
備

建）土木部 ２，４９９百万円 （７５６百万円）
都心への通過交通を抑制し,都市機能の低下を回避するなど都心の再生を支
援するため，骨格幹線道路網である２連携１環状１バイパス１１放射の着実な
整備及び都心内の道路整備を実施する。

公共交通機関を支援する道
路整備

建）土木部 ５，３２４百万円 （１，４５０百万円）
公共交通機関の利便性の向上を図るなど，環境に負荷をかけない交通体系
を確保するため，バス路線・電車通りの拡幅整備や自転車利用環境整備を行
う。

世
界
に
誇
れ
る
環
境
の
街
さ

っ
ぽ
ろ

③ゆたかな冬の暮らしの実
現

④歩いて暮らせるゆたかで
快適な街の創造

◎は新規事業を，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

◎
地域における芸術文化振興
事業

市)生活文化部 ３０百万円 （３０百万円）
地域に根ざした芸術文化活動を振興するため，市民団体の活動を助成す
る。

◎ Ｋｉｔａｒａファーストコンサート 市)生活文化部 ３３百万円 （３３百万円）
小学校高学年を対象にキタラでオーケストラ演奏を鑑賞・体験させるととも
に，観光サポーターにキタラの理解を深める機会を提供する。

◎
札幌初の大型動物化石発見
に伴う総合調査

市)生活文化部 １５百万円 （１５百万円）
札幌市博物館計画推進方針に基づく活動の一環として，札幌産海牛化石
の発掘等による総合的な調査を実施する。

札響・ＰＭＦ事業補助 市)生活文化部 ３６８百万円 （３１３百万円） 札幌交響楽団及びPMFの両事業費を補助する。

○
文化活動練習会場学校開放
事業（新規２校）

市)生活文化部 ４百万円 （４百万円）
音楽・演劇等の文化活動団体の練習会場として，小学校の教室を新たに
２校開放する。（平成15年度現在10校）

◎
芸術文化団体等情報発信事
業

市)生活文化部 ８百万円 （０百万円）
市内の芸術文化団体やギャラリー施設に関する調査を行うとともに，その
調査結果をホームページにより市民に情報提供する。

◎ 教文・アート・プロジェクト 市)生活文化部 ３百万円 （３百万円）
演劇，舞踊など舞台芸術の普及振興のため，子どもを対象としたワーク
ショップや公演を行う。

◎
インカルシペ・アイヌ民族文
化祭事業等

市)生活文化部 ４百万円 （１百万円）
アイヌ民族の伝統文化の継承・保存のため，フォーラムやパネル展，音楽
祭等を開催するとともに，啓発パンフレットを作成する。

○
2007ノルディックスキー世界
選手権実施

市)スポーツ部 ２８１百万円 （２８１百万円）
2007年のノルディックスキー世界選手権の実施に向け，組織委員会へ補
助金を支出するとともに開催に必要な施設の整備を実施する。

◎
W杯の剰余金活用としての
サッカー場整備用地取得

市)スポーツ部 ７７８百万円 （７７６百万円）
W杯の剰余金を活用して行政，地元サッカークラブ，サッカー協会がサッ
カー場を整備する事業。札幌市は土地を提供する。

◎
日本ハムファイターズ屋内練
習場市民開放助成

市)スポーツ部 ５百万円 （５百万円）
今秋しゅん工する日本ハムの屋内練習場を市民開放するにあたっての助
成を行う。

北海道フットボールクラブ事
業費補助

市)スポーツ部 １００百万円 （１００百万円）
北海道フットボールクラブの行う事業のうち，高い公益性が認められる事業
を対象に補助金を支出する。

○
ウィンタースポーツミュージア
ムの機能強化

市)スポーツ部 ５百万円 （５百万円）
ウィンタースポーツミュージアムにおけるスポーツ情報の集約・発信の機能
を強化し，来館者増や（ウィンター）スポーツ実施者の増を図る。

　 厚別温水プール移転改築 市)スポーツ部 ７０８百万円 （２２１百万円） 厚別温水プールの移転改築。

◎ 厚別温水プール解体 市)スポーツ部 ８０百万円 （８０百万円） 厚別温水プールの移転改築に伴う既存プールの解体。

◎ 北区体育館改修(実施設計） 市)スポーツ部 ２８百万円 （２８百万円）
北区体育館の機能保全，増築（トレーニング室移設），エレベーターの設
置。

東区体育館改修 市)スポーツ部 ２２６百万円 （６８百万円） 東区体育館の機能保全，耐震補強，エレベーターの設置。
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①芸術・文化の薫る街の実
現

②スポーツの魅力あふれる
街の実現

予算要求額
事業概要

基本
目標

重点戦略課題 主要事業 所管部

【16年度における取組の基本的考え方】
　・「キタラ」の教育活動をはじめ，国内外との交流や芸術・文化の専門家の創造活動などを通じて，札幌ならではの質の高い芸術・文化に親しむことのできる環境を充実させる。
　・地域の優れた自然や文化，史跡などの文化遺産の保全と活用を推進するとともに，伝統文化の継承を支援し，市民理解の促進を図る。
　・市民の誰もがスポーツを楽しむことのできる環境づくりを進めるとともに，札幌ならではの冬のスポーツの新たな楽しみ方を発信する｡
　・スポーツにおける札幌ブランドを高めるため，地域に根ざしたプロスポーツを市民と育てる。

　　　　芸術・文化，スポーツを発信する街さっぽろ４

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

◎
(仮称)幼児教育振興計画策
定

教）総務部 ３百万円 （３百万円）
少子化，都市化，核家族化等の進行に伴い，幼児教育環境が大きく変化して
いることから，今後の幼児教育について計画を策定する。

私立幼稚園就園奨励費補
助

教）総務部 １，４３２百万円 （９５４百万円）
私立幼稚園に在園する園児の保護者の負担を軽減し，幼稚園教育の振興を
図る。

私立幼稚園振興費補助 教）総務部 ７０百万円 （７０百万円）
就園奨励費補助に該当しない園児の保護者の負担を軽減し，幼稚園教育の
振興を図る。

札幌市教育推進計画策定 教）総務部 ４百万円 （４百万円）
子どもたちが豊かな人間性や創造性を育む教育を進めるため，本市の実情に
応じた独自の教育推進計画を策定する。

小中学校特殊学級整備 教）総務部 ５６百万円 （５５百万円）
障害のある子どもたちの学習環境の改善を図るため，小学校７校に７学級，中
学校１校に２学級それぞれに特殊学級を設置する。

○ 高等学校教育改革事業 教）学校教育部 ２８百万円 （２８百万円）
本年２月策定した「札幌市立高等学校教育改革推進計画」に基づき，社会の
変化や生徒の興味・関心の多様化に対応する魅力ある市立高校づくりを行
う。

○ 外国語指導助手招致事業 教）学校教育部 １６９百万円 （１６０百万円）
中学校・高校を主に，生徒のコミュニケーション能力の育成，国際理解教育の
促進のため，外国語指導助手を配置する。現在29名→要求33名

○
スクールカウンセラー活用
事業

教）学校教育部 ８７百万円 （４３百万円）
不登校や問題行動など，生徒指導上の課題に対応するため，臨床心理士等
のスクールカウンセラーを中学校に配置し，教育相談体制の一層の充実を図
る。現在33校→要求48校

◎
子どもと親の相談員配置事
業

教）学校教育部 ２百万円 （０百万円）
不登校や問題行動の未然防止・早期発見・対応等を目的に，小学校に「子ど
もと親の相談員」を配置し，教育相談体制の充実を図る。

◎ 学びの手帳交付事業 教）学校教育部 ７百万円 （７百万円）
障がいのある子どもを持つ保護者に対し，乳幼児期から学校卒業までの継続
した相談等が行えるよう，必要な情報を一括してファイルできる「学びの手帳」
を交付する。

◎
北翔・豊成養護学校看護師
配置モデル事業

教）学校教育部 ６百万円 （６百万円）
在籍児童生徒の医療的ケア体制を整備するため，モデル事業として看護師を
各校に１名配置し，実証を行う。

特別支援教育研究モデル
事業

教）学校教育部 １百万円 （１百万円）
「札幌特別支援教育基本計画」に基づき，盲・聾・養護学校等に通う子どもた
ちが，地域の学校で学ぶことができるよう，各関係機関と連携しながら実践を
通じて，その内容や方法等について調査研究を行う。研究委託校４校

①自立した市民に育てる
教育の推進
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２，１４６百万円

（８９３百万円）

（９１９百万円）

（５５６百万円）

３，４８８百万円

小学校新築

◎

◎

◎
教育環境の改善を図るため，宅地開発により児童が急増している屯田地区に
小学校を新築する。

教育環境の改善を図るため，宅地開発により生徒が急増している屯田地区に
中学校を新築する。

教育環境の改善を図るため，施設の老朽化が著しい手稲東小学校について，
校舎及び屋内運動場の改築を行う。

中学校新築

小学校改築

教）総務部

教）総務部

教）総務部 ３，３４３百万円

予算要求額
事業概要所管部

基本目
標

重点戦略課題 主要事業

【16年度における取組の基本的考え方】
・子どもたちが，個性を伸ばしながらいきいきと学べる環境づくりを進めるため，「札幌市教育推進計画」の策定をはじめ，学校・家庭・地域社会が連携して取り組む施策の充実を図る。
・市立大学の設立準備を本格化させるとともに，図書館機能の充実など，子どもから高齢者まで市民の誰もが学習できる環境の整備を一層推進する。

　　　　ゆたかな心と創造性あふれる人を育む街さっぽろ５

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

家庭教育事業 教）生涯学習部 １７百万円 （１７百万円）
家庭における教育力の向上をねらいとして，家庭教育の知識・子どもの心理の
理解・親の役割などについて，PTAに事業委託して実施する。

林間学校事業 教）生涯学習部 ９百万円 （９百万円）
子どもたちが自然とのふれあいの中で心身の健全な成長を図り，異年齢間の
集団生活を通じて自発性や社会性を育むことを目的に実施する。

野外教育研修事業 教）生涯学習部 ８百万円 （８百万円）
中学生のキャンプ事業のほか，野外活動の普及振興をねらいとして，学生，社
会人のボランティア指導者の育成事業を実施する。

ｼﾞｭﾆｱ・ｳｲｰｸｴﾝﾄﾞｾﾐﾅｰ事業 教）生涯学習部 ３百万円 （３百万円）
完全学校週５日制に伴い，子どもたちが充実した週末を過ごすことができる機
会を提供することを目的に各種の講座を実施する。

○ 子どもの権利推進事業 保）児童家庭部 １３百万円 （１０百万円）
札幌の未来を担う子ども一人ひとりの権利を守り育むため，子どもの権利条約
について広く市民議論を高めながら「子どもの権利条例」の制定に取り組む。

さっぽろ夢大陸「大志塾」
（仮称）事業

保）児童家庭部 １百万円 （１百万円）
骨太でたくましい子どもたちを育成するため，子どもたちが自主性・創造性を
身につけるための様々な支援プログラムを実施する。

シンガポール少年交流事業 保）児童家庭部 ２百万円 （２百万円）
アジア地域との交流を推進するとともに，国際的視野の広い少年少女の育成
を目的として実施する。

ノボシビルスク少年交流事
業

保）児童家庭部 ３百万円 （２百万円）
姉妹都市交流の一環として，相互理解と友好親善を深め，国際的視野の広い
少年少女の育成を図ることを目的として実施する。

○
「教えて！ファイヤーマン」
事業

消）総務部 ２百万円 （２百万円）
児童の「消防のしごと」に対する興味関心を高めるとともに，防火・防災・救急
の基礎的な知識を広めるために，消防職員が小学校に出向いて,４年生を対
象に社会科の体験型授業を実施する。

学校ビオトープづくり事業
（再掲）

環）環境計画部 （15百万円） （10百万円）
学校教育と連動した環境教育を推進するため，生きた環境教育の教材とし
て，市内小学校に「学校ビオトープ」を整備する。

①自立した市民に育てる
教育の推進
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予算要求額
事業概要

基本目
標

重点戦略課題 主要事業 所管部

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

○ 学校図書館開放事業費 教）生涯学習部 ７３百万円 （７３百万円）
子どもや地域の大人の読書活動を通じて，学校を拠点とする地域の交流の場
を広げることをねらいとして，PTAを中心に運営する。

学校開放地域活動モデル
事業

教）生涯学習部 ３百万円 （３百万円）
家庭・学校・地域が一体となった学校開放や地域活動を通じ，地域の教育力
の向上を図るため，PTAなどで構成する運営委員会が実施する。

さっぽろ市民カレッジ事業 教）生涯学習部 ７百万円 （７百万円）
市民の多様な学習ニーズに対応した体系的な学習機会を提供する。委託事
業として，市民活動系講座，産業ビジネス系講座を実施する。

生涯学習センター運営管理
事業

教）生涯学習部 ３４２百万円 （３４２百万円）
生涯学習推進の中核施設として，ホールや各種研修室を設け，また，学習施
設や講座等について情報提供を行い，市民の学習や活動を支援する。

◎ 図書館協議会運営事業 教）中央図書館 １百万円 （１百万円）
図書館法第１４条に基づき，図書館の運営に関し，館長の諮問に応じ，館長に
対し意見をのべる機関として図書館協議会を設置する。

地区センター図書室電算化
整備事業費

教）中央図書館 １５百万円 （１５百万円）
既存地区センター１８室のうち，現在１６室が電算化されており，残り２室（はっ
さむ，厚別南）の電算化を図る。

中央図書館センター機能整
備事業費

教）中央図書館 ５１百万円 （５１百万円）
中央図書館のセンター館機能の充実を図るため，図書資料（特に国際・郷土
資料など）及び視聴覚資料の充実を図り，また，耐用年数を越えている視聴覚
ブースなどの更新を行う。

◎
子ども読書活動推進計画策
定事業

教）中央図書館 ６百万円 （６百万円）

子どもの活字･読書離れが進む中，深く人間形成に係る読書の重要性を認識
し，学校･地域・保護者・事業者･公共団体など社会全体で推進を図ることを目
的に，「子ども読書活動推進に関する法律」が平成１３年１２月に策定された。
本市においても，子ども読書活動の推進を図るため，札幌市全体の指針とな
る計画の策定を進める。（平成１７年５月頃公表予定）

○ 市立大学設置事業
企）大学設置準
備室

５７１百万円 （５１３百万円）
平成１８年春開学に向けて，大学設置に関する実施計画の策定を進めるととも
に施設の実施設計を行う。

市民情報センター関連事業
（さっぽろIT市民塾）

企）情報化推進
部

９百万円 （９百万円）
市民情報センターにおいて実施する，市民のIT活用能力を向上させる講座
（NPOの自主講座）に対して事業費補助を行う。

②さっぽろを支え発信す
る人づくり
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予算要求額
事業概要

基本目
標

重点戦略課題 主要事業 所管部

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

○　総合行政情報システム整備

　　　　財務会計システム開発 会計室 ８３百万円 （８３百万円）
総合行政情報システムの中核となる財務会計システムの再構築。平成１9
年度の本格稼動を目指しシステム開発を行う。

　　　　文書システム構築事業 総）行政部 １３７百万円 （１３７百万円）
紙の文書による事務処理から，電子的な文書を中心とした事務処理へ移
行するためのシステムの設計・開発を行う。

　　　　行政評価に向けた事業一元化支援システム構築事業 総）行政部 ３２百万円 （３２百万円）
行政評価で扱う各種事業情報をデータベース化し，共通情報の有効活用
を図るためのシステムを開発する。

　　　　人事給与(庶務業務自動化)システム構築事業 総）職員部 ９０百万円 （９０百万円）
人事給与に係る庶務的業務の効率化を図るためのシステム構築に向けた
詳細設計・開発を実施する。

　　　　総合行政情報システム共通基盤構築事業 企）情報化推進部 ４２８百万円 （４２８百万円)
総合行政情報システムの共通基盤となる職員認証基盤等の設計・開発に
着手するほか，セキュリティレベルの向上を図る取り組みを実施する。

　　　　都市・建築情報システム関連事業 企）計画部 17百万円 （17百万円)
ＧＩＳ（地図情報システム）を活用した都市計画及び建築確認業務に関す
る総合的な行政情報システムの構築に向けて，概要設計を実施する。

　　　　財産管理システム構築事業 財）管財部 ２２百万円 （２２百万円）
本市が所有する土地情報を一元管理するとともに，未利用地の情報を
WEB上で公開するためのシステムの開発を行う。

　　　　競争入札参加資格者管理システム構築事業 財）管財部 ５５百万円 （５５百万円）
電子調達システムの整備に先立ち，競争入札の業者登録事務について，
インターネットを用いたシステムの整備を行う。

        公共施設総合マネジメントシステム関連事業 財）管財部 ２７百万円 （２７百万円）
本市が所有する公共施設に関わる業務のデータ（事業計画から建設・維
持管理等）の共有化を図るためのシステムの整備に向け概要設計を行う。

◎地方税電子申告システム導入 財）税政部 42百万円 （42百万円)
パソコンで作成した申告書等をインターネットを活用して送信することによ
り自治体への申告手続きを完了させるシステムを導入する。

○固定資産税地理情報システム整備 財）税政部 541百万円 （541百万円)
航空写真を活用したデジタル画像データを用いて家屋の経年移動を把
握するとともに，コンピュータ処理により土地評価の自動化を図る。

○工事設計積算システム開発事業 財）管財部 60百万円 （60百万円)
工事設計書の積算にあたって，全国統一の新土木積算大系に沿った新
しい積算システムを導入する。

◎委員会逐語録検索システム構築 議会事務局 ２百万円 （２百万円）
市議会ホームページの会議録検索システムに，常任委員会及び調査特
別委員会の会議録を新たに追加掲載する。

◎市議会本会議のインターネット動画配信 議会事務局 ６百万円 （６百万円）
議会の活動状況を迅速に広く市民に向けて情報公開することにより，市
民の議会への関心と理解を深めるため，インターネットで動画配信する。

要求額
事業概要所管部事業名

シ
ス
テ
ム
整
備

　　　　その他の主要事業６

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す



事業費 （一般財源）

要求額
事業概要所管部事業名

　　本庁舎改修 総）行政部 ２５９百万円 （１１４百万円）
市役所本庁舎の老朽化対策として，エレベーター改修，自家発電設備改
修，動力盤改修を行う。

　　山鼻出張所改築 消）総務部 ４３２百万円 （２１３百万円）
消防・防災活動拠点として位置付けられている消防施設の機能を確保す
るために庁舎の改築を行う。

　　消防局庁舎保全改修 消）総務部 ３３３百万円 （１００百万円）
消防・防災活動の統括的な拠点として位置付けられている消防局としての
機能を維持するために庁舎の保全改修を行う。

◎　国連軍縮札幌会議実行委員会負担金 総）国際部 １５百万円 （１５百万円）
「世界軍縮会議」の開催にあたり，北海道等と連携し「実行委員会」を組織
し，会議の開催，運営に協力する。

○　新夜間急病センター運営事業 保）健康衛生部 ８４０百万円 （３１０万円）
本市の初期救急医療の拠点として拡充整備する新夜間急病センターの
運営費｡

○　救急医療体制拡充事業 保）健康衛生部 ３０６百万円 （２７５万円）
小児救急や第２次救急医療体制の充実強化等により，より効果的で質の
高い救急医療体制を構築する｡

○　新保健所運営事業 保）健康衛生部 ４９７百万円 （４７５万円） 新たな保健所への移転及び旧保健所の解体｡

◎ごみ埋立地造成 環）環境計画部 ３００百万円 (３００百万円)
不燃ごみや焼却灰などを適正に処理するため，既存の埋立地内に新規
埋立ブロックを造成する。

　　円山動物園動物病院建設 環）円山動物園 ３３百万円 (３３百万円) 種の保存の中核施設として充実を図るため，動物病院の建設を行う。

　　サッポロさとらんど整備事業 経)農務部 ７６０百万円 (１０３百万円) さとらんどⅢ期北西エリアに体験農園を整備する。

○　救急業務高度化推進 消）総務部 ６４百万円 （５１百万円）
救急業務を高度化するために，次の事業を行う。 ①二相性除細動器の
導入②気管挿管研修・実習体制の整備③気管挿管関係資器材の導入。

○　救急車両増強整備 消）総務部 ４４百万円 （８百万円）
増加の一途を辿る救急要請に対応するため，西消防署八軒出張所へ救
急車の増強を行う。

○　消防ヘリコプター運航体制充実強化 消）総務部 １６百万円 （１６百万円）
消防ヘリコプターの長期整備期間中に機体を賃借し，各種災害に対応す
るための消防航空体制を確保する事業。

楽しさとゆとりのある給食推進事業 教）総務部 ２８４百万円 （２８４百万円）
学校給食の食事環境の改善を図るため，食器の改善及びランチルームの
整備を行う。

そ
の
他

施
設
の
改
修
・
改
築

◎は新規事業，○はレベルアップ事業を示す


